
事 務 連 絡 

令和４年５月１２日 

各 国 公 私 立 大 学 学 生 支 援 担 当 課 

 各 公 私 立 短 期 大 学 学 生 支 援 担 当 課 

各 国 公 私 立 高 等 専 門 学 校 学 生 支 援 担 当 課 

各 都 道 府 県 専 修 学 校 主 管 課 

各都道府県教育委員会専修学校主管課   御中

厚 生 労 働 省 医 政 局 医 療 経 営 支 援 課 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課 

各都道府県・指定都市生涯学習・社会教育主管課 

 

      

 文部科学省総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課   

文部科学省総合教育政策局生涯学習推進課   

文部科学省高等教育局学生・留学生課   

 

 

ギャンブル等依存症に関する啓発用資料の活用等について（依頼） 

 

ギャンブル等依存症対策については、ギャンブル等依存症対策基本法（平成 30年法律

第 74号。以下「法」という。）及びギャンブル等依存症対策推進基本計画（平成 31年４

月閣議決定（令和４年３月 25日変更）。以下「計画」という。）に基づき、施策の推進が

図られているところです。法においては、毎年 5月 14日から 20日はギャンブル等依存症

問題に関する啓発週間とされており、計画に基づき、関係省庁等と連携した、大学等への

ギャンブル等依存症問題に係る普及啓発や社会教育施設等の活用の推進等を行うこととし

ています。つきましては、下記の点について、御協力をお願いします。 

 

記 

 

① ギャンブル等依存症に関する啓発用資料の周知について 

昨年度に引き続き、消費者庁からギャンブル等依存症に関する啓発用資料について別紙

のとおり周知依頼がありました。 

各国公私立大学（短期大学を含む。）及び高等専門学校におかれては、教職員及び学生

等に対し、各都道府県及び都道府県教育委員会専修学校主管課におかれては、所管又は所

轄の専修学校（専門課程を置くものに限る。以下同じ。）に対し、国立大学法人におかれ

ては、その設置する専修学校に対し、厚生労働省におかれては、所管の専修学校に対し、

各都道府県・指定都市生涯学習・社会教育主管課におかれては、域内の市町村主管課に対

しても周知の上、消費者教育や依存症予防教育等の取組の中での御活用について、お取り

計らい願います。 

 



（消費者庁ウェブサイト） 

「御本人向け啓発用資料」、「御家族向け啓発用資料」、「ギャンブル等依存症について

言及しているその他の啓発用資料」、「相談への対応に際してのマニュアル」の各見出

しのリンクから御覧いただき、周知の際に御活用ください。 

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/caution/caution_012/  

 

【参考】 

（文部科学省ウェブサイト） 

文部科学省においても、ギャンブル等依存症に関する理解を深めるための主に高等学校

段階を対象とした教師用指導参考資料、生徒向け啓発資料を、文部科学省のウェブサイト

（下記ＵＲＬ）に公表しております。 

○「ギャンブル等依存症」などを予防するために（教師用指導参考資料） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/__icsFiles/afieldfile/2019/04/05/1

415166_1.pdf 

○行動嗜癖を知っていますか？（生徒向け啓発資料） 

https://www.mext.go.jp/content/20200512-mext_kenshoku-000007121_1.pdf 

 

②  社会教育施設等の活用について 

具体的な取組として、福祉部局との連携はもちろんのこと、公民館等の社会教育施設に

おけるギャンブル等依存症対策に関する啓発講座の開催等が考えられます。 

文部科学省においては、ギャンブル等依存症を含む各種依存症の予防に資するため、  

保護者や地域住民等に向けた啓発講座である「依存症予防教室」を各地域において実施し

ており、その事例集も作成・公表しております。 

 

○「青少年を取り巻く有害環境対策の推進」委託事業事例集（平成 26～令和２年度） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/sports/ikusei/1394640.htm 

 

各教育委員会におかれては、これらの事例集も御活用いただき、社会教育を基盤とした

人づくり・つながりづくり・地域づくりの拠点である公民館等の社会教育施設が地域の実

情に合わせて、その活動が一層活性化されるよう、必要な御支援をお願いします。 

 
【本件連絡先】 

文部科学省総合教育政策局 

男女共同参画共生社会学習・安全課 共生社会学習企画係 

電 話：０３－６７３４－３２７６ 

ＦＡＸ：０３－６７３４－３７１９ 

  

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/caution/caution_012/
https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/__icsFiles/afieldfile/2019/04/05/1415166_1.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/__icsFiles/afieldfile/2019/04/05/1415166_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200512-mext_kenshoku-000007121_1.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/sports/ikusei/1394640.htm


事 務 連 絡 

令和４年４月27日 

文部科学省総合教育政策局 

男女共同参画共生社会学習・安全課 

生涯学習推進課 

文部科学省高等教育局 

学生・留学生課 御中 

消費者庁消費者政策課 

ギャンブル等依存症に関する啓発用資料の周知について 

（御協力のお願い） 

日頃から、消費者行政の推進に御理解・御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

消費者庁においては、ギャンブル等依存症対策基本法(平成30年法律第74号)及びギャンブ

ル等依存症対策推進基本計画(平成31年 4月閣議決定（令和４年３月25日変更）)を踏まえ、

関係省庁等と連携して、啓発の取組を進めています。 

当該計画においては、国公私立大学や専門学校等に対する啓発用資料の周知を通じて、青少

年等に対するギャンブル等依存に関する普及啓発を行うこととしており、令和４年度において

も、ギャンブル等依存症問題啓発週間に向け、当庁で作成した啓発資料について、各大学等及

び各教育委員会向けに周知を図っていただきたく、貴省に御協力をお願いするものです。 

よろしくお取り計らいいただきますようお願いいたします。 

記 

【啓発用資料】 

・御本人向け啓発用資料

・御家族向け啓発用資料

【参考ウェブサイト】 

「ギャンブル等依存症でお困りの皆様へ」ウェブサイト 

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/caution/caution_012/ 

【本件連絡先】 

消費者庁消費者政策課 

担当：田原、勝田 

電話：03‐3507‐9186（直通） 

【別紙】



ギャンブル等への「のめり込み」には
くれぐれも御注意を

 ギャンブル等依存症とは、ギャンブル等（競⾺等の公営競技や
ぱちんこ等）にのめり込むことにより⽇常⽣活や社会⽣活に⽀
障が⽣じている状態のことをいいます。

 ギャンブル等依存症は、誰でも陥るおそれがあります。

【令和４年４⽉作成】（作成取りまとめ︓消費者庁）

こんな変化はありませんか︖
 ギャンブルをするときには、予算や時間の制限を決めない、
決めても守れない

 ギャンブルに勝ったときに「次のギャンブルに使おう」と考える
 ギャンブルをしたことを誰かに隠す
 ギャンブルに負けたときにすぐに取り返したいと思う

気になることがあれば専⾨機関に相談
依存症に関する全国の相談窓⼝・医療機関

借⾦の問題の相談機関
多重債務者についての相談窓⼝、消費者ホットライン「１８８」等

依存症対策全国センター 🔍 検索

金融庁 多重債務相談窓口 🔍 検索

消費者ホットライン 🔍 検索

https://www.fsa.go.jp/soudan/

https://www.ncasa-japan.jp/you-do/treatment/treatment-map/

https://www.caa.go.jp/policies/policy/local_cooperation/local_consumer
_administration/hotline/



御家族の皆様へ
ギャンブル等依存症は、

適切な⽀援により回復が可能です

 ギャンブルに関連する借⾦に関しては、
ご家族が返済するよりもより良い解決策があるかも
しれません。

【令和４年４⽉作成】（作成取りまとめ︓消費者庁）

依存症に関する全国の相談窓⼝・医療機関

借⾦の問題の相談機関
多重債務者についての相談窓⼝、消費者ホットライン「１８８」等

https://www.fsa.go.jp/soudan/

https://www.caa.go.jp/policies/policy/local_cooperation/local_consumer
_administration/hotline/

https://www.ncasa-japan.jp/you-do/treatment/treatment-map/

ギャンブル等依存症のサインとは︖
 ⽣活のほとんどの時間をギャンブルに費やすようになった。
 ギャンブルや借⾦に関して嘘をつくようになった。
 ギャンブルによる借⾦を返すためにギャンブルをするようになった。

これらは依存症を疑うサインかもしれません。
注意すべきポイントは︖
 ギャンブルに関連する借⾦に関しては、ご家族が返済する
よりもより良い解決策があるかもしれません。

 相談窓⼝への相談は、ご家族だけでも可能です。
ひとりで悩まず、まずはご相談ください。

依存症対策全国センター 🔍 検索

金融庁 多重債務相談窓口 🔍 検索

消費者ホットライン 🔍 検索

気になることがあれば専⾨機関に相談
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